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一 エロスと自然宗教 一

豊 国 孝

既 θ魏 房〃zα182ψ 飢 ε は1923年 に メ キ シ コの チ ャパ ラ湖畔 で書 き始 め られ,

1926年 に出 版 され た メ キ シ コを 舞 台 に したD.H.ロ レ ンス の 長 編 小 説 で あ る。

前 作K伽gαrooで ロ レ ンスの 代 弁 者Somersが 求 め た 「暗黒 の神 」 は,こ の

小 説 にお いて は ア ス テ カの 神 ケ ツ アル コア ー トル に な る 。 ロ レ ンス は1923年

三 月 に メ キ シ コ シ テ ィを 訪 れ 八箇 月 滞 在 し,つ い で1924年 か ら25年 にか けて

再 訪 して い るの で,作 家 自身 の メ キ シ コ体 験 が この 作 品 と して 実 を結 ん だ わ け

で あ る。衆 知 の よ うに 銑 θP肱 πzθd82rρθη`は ロ レ ンス に と って 「も っと も重

要 な作 品 」 で あ った が,そ の評 価 は批 評 家 に よ り賛 否 両 論 が あ り,決 定 的 な 判

断 を くだ しに くい小 説 とい え る。

この 試 論 で は,ま ず 跣 θp伽 配θdSerρe漉 に対 す る 主 な 批 評 を 概 観 し,っ

ぎ に この小 説 が エ ロ スを 求 め る 自然宗 教 の 回復 を試 み て い る宗 教 的 神 話 で あ る

と結 論 づ け た い 。

1

HarryT.Mooreは 既 θPZμ 〃呂εdSe避 ρe就 が 「野 心 的 失 敗 作 で あ り,ロ レ

ン ス の 素 晴 し い 散 文 を 含 む 」1と 批 評 す る 。F.R.Leavisに よ れ ば,こ の 小 説 は

「単 調 で た い くつ で あ り 」2,読 み と お し が た い 作 品 で あ る 。GrahamHoughは
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・「跣 εP勉 ㎜θd8θrρθ磁 は 翫 ㎎ α700よ り もき ち っ と した構 造 を して お り,宗

教 の 性 質 を もっ と完 全 に理 解 しよ う と い う試 み で あ る」3とい う。さ らにHough

は第XI章 か らの 作 者 の 視 点 の 混 乱 や,「 讃 歌 」 の ま や か しの イ メ ー ジ を 指 摘

した うえで,こ の作 品 は ヒロ イ ンKateの"Bildungsroman"で あ り,こ れ ほ

ど見 事 に 「地 の 霊 」 と性 格 描 写 を 統 合 した 例 は な い とす る。4EliseoVivasは

これ を失 敗 作 の 中 に入 れ 「不 愉 快 で 欠 陥 が あ る」5と し,作 者 が 「しか るべ き審

美 上 の 距 離 を お く こ とに失 敗 した」6と い う。

JulianMoynahanは 銑 θPZ臓 θdSθ避ρθ漉 の 祭 式 の 詳 細 な描 写 を 「狂気 の

沙 汰 」7と主 張 して い る。EugeneGoodheartの 批 評 は,ロ レ ンス が政 治 的小 説

を 考 え つ く とき は,小 説 家 の 批 判 的 知 性 が 働 か な くな り,小 説 家 で あ る こ とを

や め,宣 伝 家 と な って しま う と い うこ とで あ る。8R.P.Draperは これ を 「円

環 的 神 話 」"cyclicmyth"9と し,KateとCiprianoの 結 婚 は通 常 の 規 準 か ら

す る と結 婚 と は いえ ず,と くにCiprianoと い う登 場 人 物 はKateが 彼 の た め

に,女 性 の 自 由や 独 立 と い った 観 念 を 捨 て るパ ー トナ ー と して は信 じが た い人

物 で あ る と批 判 す る。10

BaruchHochmanは 盛 θP肱 πLθdSθrρθ耽 は審 美 上 の 欠 点 や た わ い の な い

イデ オ ロギ ーに もか か わ らず,ロ レン スの 世 界 観 つ ま り 「新 しい 天 と地 」 の

ヴ ィジ ョンが 具 体 的 に表 現 され て い る とす る。

筋 θPZω πLα ∫Sεrρ θ撹istheonlyoneofLawrerlce'sIlovels

3GrahamHough
,7腕eDαrんS加,、4S翫 の(ゾ ヱ)。E.ム αωrθ πcθ(NewYork:

OctagonBooks,1979,FirstPublished1956>,pp.122-123.

41b`d
.,pp.126-137.

5EliseoVivas
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(Bloomington:IndianaUniv.Press,1960),p.65.

61b`(∫ .,P.69.

7JulianMoynahan
,7先 θ1)θ εdqプL卿,銑 εNoひ θZsα πd距Zesq/D.H.

Lα ωreπce(Princeton;PrincetonUniv.Press,1963),p.112.

8EugeneGoodheart
,肪 ε σεop`α π γお`oπ(ゾD∴}1.Lα ωrθ πce(Chicago二

TheUniv.ofChicagoPress,1963),pp.143-144 .

9RonaldP
.Draper,D.H.Lα ωrθ πcθ(Boston:TwaynePublishers,1964),

p.104.

10∫b`(1
.,P.109.
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toembodyinfictivetermstheredemptivevisionwhichI

haveoutlinedintheprecedingchapter.Despiteaesthetic

deformitiesandideologicalabsurdities,itrendersmore

oDncretelythananyoftheothernovelsLawrence'svisionof

the"newheavenandnewearth"ofaredeemedhumanity.

Evenmorethantheessays,itparticularizestheconception

ofcommunityandofcosmoswhichisthecenterofLaw-

rence'sterminalvisionoftheworld.11

しか し,Hochmanは.TheP肱 れ θdSerρe麗 が 本 質 的 に は失 敗 作 だ と し,そ の

.理 由 は これが 一 般 読 者 が 人 間 や社 会 に つ い て 日常 知 り,受 入れ て い る事 柄 か ら
コ 　

か け離 れ て い る こ とを描 い て い る た めで あ る とい う。12

FrankKermodeも ア ステ カの 宗教 を述 べ る際 に伴 う作 者 の 見 せ か けだ け の

華 や か な 文 体 を 非 難 す る。】3ScottSandersは テ キ ス トを 詳 細 に 分 析 し,作 家

の 私 的 ヴ ィジ ョ ンに対 す る社 会 的 表 現 を 発 見 しよ う とす る企 て の ク ラ イマ ッ ク

ス と同 時 に失 敗 で もあ る と い う。 原 始 主 義 者 と して の 飾 り や,儀 式 の 粉 飾 や

たわごと

「英雄崇拝」の戯言にもかかわらず,自 然 と文明 との和解を求める運動がある

と'説明する。14

JohnWorthenに よれば,7heP伽 〃LθdSθぞpθ碗 は宗教的小説を目ざ してい

いるが,多 くの事柄がそれと反対に作用 している。その主たる理由は個人と集

団め処理における根本的な分裂であるという。15しかも,読 者は作家の意図す

る条件か ら小説を読むのではないのだか ら,こ の作品は完全に読者を遠ざけて

11BaruchHochman
,14π06ん θr均o,Z弛 θ 硫 απ8`πgy甜 ωq〆&ヴ απd80c`θ6ン

`π 〃己εWorん εo/D.H.ゐ αωrθ ηcθ(Colu皿bia:Univ。ofSouthCarolirla

Press,1970),p.230.

1211b`(1
.,p.251.

13FrankKer鵬ode,D.17。Lα ωrθ πce(Fontana ,1973),p.110.

MScottSanders ,1).正 τ.Lα ωrε πce,筋eU!orZ(1(ゾ1レZ¢ ノorNouθZs(London;

VisionPressLtd.,1973),p.138.

重5JohnWorthen ,1).π.Lα ωrε πcθ απd`んe廻 εαqプ 古んe2Voひ θZ(London:

Mac卑illanPressLtd.,1979),p.164.

161b`(∫ .,p.165.
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しま うと批 評 す る。16AlastairNivenは この 小 説 が ドラマ チ ックな性 質 を もつ

が,ア ィ デ ァが っ め 込 まれ す ぎて 矛 盾 を お こ し,作 品 と して 「有 機 的統 一 体 」1?

とは い え な い と指 摘 す る。 今 迄 述 べ て き た批 評 は批 判 的 要素 の か な り強 い もの

で あ る。

これ に対 レて 既eP勧 配ed5θ 避ρθπ解)価 値 を 積 極 的 に 評 価 しよ う とす る批

評 家 もい る 。W.Y.Tinda11は この 小 説 と神 秘 主 義 者Blavatsky夫 人 の 理 論

の 類似 性 に 注 目 し,こ れ が接 神 論 的 で あ る こ とを 明 らか に して い る。18Tinda11

は この 作 品 が 当 時 の 原 始 主 義 に 基 づ く卓 越 した小 説 で あ り,ロ レ ンス の傑 作 で

あ る とい う。MarkSpilkaは この 作 品 が ラ ァ シ ス ト的 思 想 を もっ とい う非 難

に 対 し,次 の よ う に作 者 を弁 護 して い る。

Onemustinsist,attheoutset,that7乳eP臨 πしedSerpeπ εis

notafascistnovel:forthestatewhichLawrencedevises

hereisbasedupon麗 ひ`㎎relationships,anduponthefunda-

mentaldignity-theorganicunity-ofeachofitsmembers.

"Wearelordsamongmen
,notlordsofmen,"串aythetwo

religiousleadersinthenove1;theirgoalisthefusionof

man'sspiritalldblQodintonewandvitalunison-auni-

versalgoalwhichhardlyjibeswithNa乞iracialtheory.In

effect,Lawrencewasassertinghisoldclaim,thattheflesh

isquiteasholyasthespirit,andthatfusionofthetwo,

onareligious"meeting-ground,"willbringoutthe"god。

power"inman.Thistooisafarcryfromfascism,though

itis,infact,onlytheothersideoftheemotionalcoin-the

positiveside.19

JaschaKesslerは 既ePZ%〃Lθd8θrρ θπ`がJosephCampbellの 主 張 す る

17

18

19

AlastairNiven,D∴ α.Lα ωrθ πce,7偽e冊 ε`erα πdん`s膵orんs(NewYork:

CharlesScribner'sSons,1980),P.72.

William・YorkTinda11,P.丑.Lα ωreπcθ απdS誌 απH捻 σoω(NewYork;

qooperSquarePublishersInc.,1972,FirstPublished1939),p.144.

MarkSpilka,跳eLoひ ε 動 ん`cσD.H.Lα ωrε πce(Bloomington&

London:IndianaUniv.Press,1955),p.208.
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"monomyth"の パ タ ー ン("卵paration -initiation-retUrn"20)の うち
,"re-

turn"を 欠 くが,こ れ と一 致 し,作 品 の構 造 に統 一 性 を与 え て い る とい う。21

L.D.Clarkは 「讃 歌 」"Hymns"が 小 説 と密 接 に繋 って お り,銑e月 拐mθd

S2避ρθ撹 は 詩 と宗 教 の 絆 を 回 復 しよ う とす る問題 に解 決 を与 え る とす る。22H .

M.Daleskiも この 作 品 を 好 意 的 に 分析 す るが,裏 切 者 の処 刑 場 面 や,そ の 論

理 が フ ァ シス ト的 だ と批 評 す る。23KeithSagarは この小 説 を と りあ げ,「 これ

を非 難 す る 批 評 家 は 彼 自 身 の 想 像 力 に 柔 軟 性 を 欠 く」鈎と弁 護 して い る 。

YudhishtarもClarkと 同様,不 評 で あ った 「讃 歌 」 は そ れ 自体 素 晴 し く,

イ メ ジャ リー も当 をえ て い る と賞 讃 す る。25

JamesC.Cowanは 銑 θp肱 〃LθdSθ避ρθ舵 に お け る神 話 的 要 素 や シ ンボ ル

を 分 析 し,そ の 象 徴 的 構 造 が 細 心 の 注 意 を は らって 組 み た て ら れ て い る と す

る。26MargueriteBeedeHQweは この 小 説 に 現 わ れ る死 の テ ー マ に つ い て次

の よ うに 分析 す る 。

Atthecenterof銑 θP勧 ηLε(9Sε避ρθπ`,radiatingthroughit

likeadarksun,isthefactofdeath.Fromhisfirstnovel

through・ 肪 θRα 認 ∂oωLawrencedealswithcominginto

being;withhowtheselfiscreatedthroughrelationshipto

20

21

22

23

24

25

26

JQsephCampbel1・1跣eIIθroω`仇
.仇e肪oμsα π(オFαces(Princeton:

PrincetonUniv.Press,1971,FirstPublished1949),p.30.

JashaKessler,"DescentinDarkness:TheMythof7先 θPZωmθd8θ 避ρθπガ

inみ ヱ).H.Lα ωreπcθ ハ4iscεZZα πy,ed。Harry、T.Moore(London:

Heinemann,1961),p.243.

L.D.Clark,PαrんN`g配(ゾ`ん θIBo4y(Austin:Univ.ofTexasPress,

1964),p.88.

H.M.Daleski,跣 θForん εdFZα πLe,A8伽 の(≧ μ).耳.Lα ωrε πce(London:

Faber&Faber,1965),p。231.

SeeKeithSagar,7先eAr`qμ).E.Lα ωreηce(Cambridge:.Cambridge

Univ。Press,、1966),pp.159-168.

Yudhishtar,Coη βεc``π`ん θNoひ θ齢(ゾ1).1酊.Lα ωreπcθ(Edinburgh、:

Oliver&Boyd,1969),p.257.

JaエnesC.Cowan,D.H.Lα ωrθ πce'sAmθr`cα πJbαmey,・4S勧(砂`π

L``θrα 如reα πdハ 憂y仇(Cleveland:ThePressofCaseWesternReserve

Univ.,1970),p.116。
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otherindividuals,tosociety,andtonature.Themiddle

novelsconsiderhowtheselfismaintained,flrstinrelation-

ship(Womθ π`πLOひ θ)andtheninisolation(ノ1αroπ'sRo(1,

K窃 ㎎ αroo).Takingdeathasitssubject,跣 εP彪 ηLθdSθ ηつθπε

complθtestheunityofthenovels,whichasawholedescribe

thθhistoryoftheselffrombir七htochildhood,adolescence

tomarriage,maturi七ytodecay.Thereis,asonewould

expect,acorrespondencebetweenthθnovelsandLawrence's

biography.Thefearofphysicalsicknessthatsoradically

affectsAαrα ガ8Ro(εand血 π9αroodisapPearsin銑 θPZω ηLθd

Sθrρ θπε,andisreplacedbyanobsessionwithdeath;for

whenLawrencewrotetheMexicannovelhekne「whewas

dyingoftuberculosis.27

Howelま 作 品 の評 価 その もの に関 して は,直 接 言 及 して いな い 。GeorgeJ.

Beckerは この 小 説 が ロ レ ンス の 作 品 中 で,も っ と も イマ ジネ ー シ ョンに富 み

強 い力 を もって い るが,誤 解 も され て い る と好 意 的 で あ る。 この小 説 の欠 点 を

指 摘 しなが ら も,こ れ が 理 想 的 人 間 の 状 況 や 「存 在 」 の完 全性,自 然 力 との和

解 の 具 体 的 表 現 に もっ と も近 づ い た もの とみ て い る。28

以 上 銑 θPZ脇 θdSθ避ρθ漉 の 批 評 を概 説 した わ けで あ るが,筆 者 は この 小

説 の もつ魅 力 や正 当性 を積 極 的 に評 価 しよ うと い う立 場 に た ち,跣 θP肱 配θd

Sθrρθ就 を作 品 の流 れ に したが い,イ メ ー ジや象 徴 に重 点 を お き分 析 して ゆ く。

II

銑 θP彪mθd8礎 ρθ離 に は二 っ の テ ー マが あ り,一 つ はKateの ヨー ロ ッパ

か らの 脱 出 と,新 天 地 メ キ シコ に対 す る魅 惑 と恐 怖 の 中 でCiprianoと 結 婚 す

る まで の 彼 女 の ゆ れ 動 く心 で あ り,も う一 っ はDonRam6nに よ る ケ ッア ル

27MargueriteBeedeHowe:肪e.4r`qμ ゐθSθ ヴ`πD .H.Lα ωrθ πce(Athens:

OhioUniv.Press,1977),p.105.

28GeorgeJ.Becker,D.E.Lα ωreπcθ(NewYork:FrederickUngar

PublishingCo.,1980),p.107.
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コア ー トル の 宗 教 で あ る。 ま ず,こ の 小 説 の 冒 頭 で メ キ シ コ シテ ィの闘 牛 場 の

情 景 が 描 か れ る。 ヒロ イ ンKateLeslieは 二 摩 の 結 婚 を 体 験 し,愛 す る 夫

Joachimに 死 な れ,未 亡 人 と な っ た 中 年 の ア イ ル ラ ン ド系 イ ギ リス 女 性 で あ

る 。 彼 女 は 従 兄 のOwenと 若 い ア メ リカ 男性Villiersと 一 緒 に,タ ク シーで

闘牛 場 の 前 に乗 りつ け る。 闘 牛 場 は 「牢 獄 」 とか 「大 きな 醜 い 競技 場 」29とい っ

た よ うに,そ の 醜 さや 死 の イ メ ー ジが 強 調 され,中 で行 な わ れ る 人 間 と牛 の血

な ま ぐ さい 死 闘 が 予 想 され る。 牛 の 角 に腹 を 突 か れ て 内臓 を だ ら り と垂 ら し,

血 を流 して い る老 ぼ れ た馬 の 様 子 にKateは 嫌 悪 と憤 りを覚 え る 。

Butthewoundwashurting.Hesawthequeersightof

thehorsehalfrearedfrolntheground,tryingtogettoits

feet.Andhesmelledbloodandbowels.

Sorathervaguely,asifnotquiteknowingwhatheought

todo,thebulloncemoreloweredhisheadandpushθdhis

sharp,flourishinghomsinthehorsθ'sbelly,workingthem

upanddowhinsidetherewithasortofvaguesatisfaction.

Katehadneverbeentakensocompletelybysurpriseinall

herlife.Shehadstillcherishedsomeideaofa.gallantshow.

Andbeforesheknewwhereshewas,shgwaswatchingabull

whoseshoulderstrickledbloodgoringlhishornsupanddown

insidethebellyofaprostrateandfeeblyplungingo工dhorse.

Theshockalmostoverpoweredher.Shehadcomefora

gallantshow.Thisshehadpaidtosee,Humancowardice

andbθastliness,asmellofblood,anauseouswhiffofbursten

bowels!Shetumedherface・away.(p.20)

11

上 の 引用 はWo配 飢`ηLoひ θで,主 人 公GeraldGrichに 踏 切 で 痛 め っ け ら

れ 血 を流 す 馬 の エ ピ ソー ド30と 同 じで あ り,死 の イ メ ー ジや サ デ ィ ズ ムが 見 ら

29D .H.Lalwrence,%θPZ㏄medSerpθ π`.(Harmondsworth:Penguin

Books,1975,FirstPublished1926),p.'12.以 下 の テ キ ス トは こ の 版 に よ り,

引 用 文 の あ と に()を 付 し頁 を 示 す σ ρ

30D .H.Lawrence,Wo肌eηZπLoひe(LondonlHeinemann,1957),pp.102-

106.
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れ る。

Kateに と って は メ キ シ コの 街 自体 も醜 く,「 一 種 き たな い悪 疾 」(p.26)を

も って い る よ う に思 え る。 彼 女 は メ キ シ コが 自分 の 運 命 の 中 に宿 業 と して横 た

わ って い る と感 じる のだ 。 それ は ま るで 起 き あが る こと もで きな い 巨大 な 蛇 の

と ぐろ に似 て,重 苦 じ く,自 分 を お しつ ぶ しそ うな感 じさ えす る(p.29)。 メ

キ シ コは'Howθ が 主 張す る よ うに,Kateの 索 莫 と し た 心 の 中 ② 「荒 地 」

"栂asteland"の 「客 観 的相 関 物 」"theobjectivecoでrelative"'で もあ る
。31

Kateが メ キ シ コや メ キ シ コ人 に 激 し い嫌 悪 を覚 え るの は,も ち ろん メ キ シコ

の非 ヨ ー ロ ッパ 的 で,暗 い 「地 の 霊 」"thespirit・ofplace"に 対 す る恐怖 と と

もに,彼 女 自身 の 荒廃 した 内 面 を 目の あ た りに 見 せ つ け られ た衝 撃 の た めで も

あ ろ う。

うわべ は,昼 の メ キ シ コは光 あ ふ れ る太 陽,中 央 を走?て る立 派 な道 路,お

び た だ しい車 の 数 や,大 き く美 し く咲 く花 で 陽気 に見 え る。 だが,そ の底 に は

測 り知 れ な い暗 く破 壊 的 な もの が 潜 ん で い るの だ。

Untilyouwerealonewithit.Andthentheundertonewas

likethelow,angry,snarlingPurringofsomejaguarspotted

withnight.Therewasaponderous,down-pressingweight

uponthespirit:thegreatfoldsofthedragonoftheAztecs,

thedragonoftheToltecswindingaroundoneandweighing

d◎wnthesoul.Andonthebhghtsunshinewasadarksteam

ofana耳gry,impotentblood,andtheflowersseemedtohave

theirrootsinspiltblood.Thespiritofplacewascruel,down-

dragging,destructive.(p.55)

愛 国 者 の 夫Joachimに 死 な れ,古 い ヨ ー ロ ッパ に 絶 望 して,メ キ シ コ に や っ

て 来 たKateに と っ て,こ の 国 は 「鳥 の よ う な 彼 女 に と ぐ ろ を 巻 い て い る 蛇 」

(p.79)と 思 わ れ る,し か も,メ キ シ コの 妖 し い 影 響 力 は 人 間 を 下 へ 下 へ と 引

き ず り込 ん で ゆ き,魂 の 飛 翔 を 阻 も う とす る の だ 。 この よ う に 「荒 地 」 で あ る

31MargueriteBeedeHowe
,op.c`ε.,p.109.
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メ キ シ コはKateの 意 識 を通 して描 か れ る。 ロ レ ンス は意 識 的 に蛇 の イ メ ー ジ

を用 い て,新 天地 を 時 に は リア ル に,ま た 時 には シ ンボ リカ ル に叙 述 して ゆ く。

一 方
,闘 牛 を見 て 耐 え られ な くな り,雨 の 降 る中 を 闘 牛 場 か ら逃 げ だ し た

Kateと 偶 然 に 出 合 うの が,結 末 で彼 女 の 夫 とな るDonCiprianoで あ る 。

Ciprianoは メ キ シ コの将 軍 で,暗 い 眼 を して お り,も の 憂 く澱 ん だ暗 さを た

た え て い る(p.26)。 こ こで 注意 しな くて は な らな い こ とは,彼 を 描 写 す る の

に,「 暗 い 」,「暗黒 」と い う語 が くり返 し用 い られ て,Ciprianoの パ ン神 的,

デ ィオ ニ ュ ソス 的 な 面 が 強 調 され て い る こ とで あ る。Kateは トラ コ ル ラ の テ

ィパ ー テ ィでCiprianoに 再 会 し,こ の小 説 の 主 人 公DonRam6nCarrasco

と 同席 す る こ とに な る 。DonRam6nは 中年 で背 が 高 く,ハ ンサ ム な スペ イ ン

系 メ キ シ コ人 で,黒 い 口 ひ げ と大 き く傲 然 と した 眼 を して い る 。 この 茶 会 で も

Ciprianoは 「暗 い蛇 の よ うな 眼」 を して,Kateを じっ と見 て い る 二

第III章 「四 十 歳 の 誕 生 日」 で は,Kateが 地 方 新 聞 に 「古 き神 々 メキ シ コ に

帰 る」 と い う見 出 しを 目 にす る。 彼 女 は この 記 事 に不 思 議 な ほ ど心 を 引 きつ け

られ,ケ ッ ァル コア ー トルが 姿 を現 わ した と い うサ ユ ラ湖 に,DonRam6nを

訪 れ よ う と思 う。 これ が7加PZμmθd8θrρ εη`の 主要 な テ ー マで あ るRam6n

やCiprianoに よ って 行 な われ る メ キ シ コの 宗 教 改 革 と密 接 に結 び つ き,小 説

の タ イ トル 「羽 毛 飾 りの あ る蛇 」"ThePlumedSerpent"の 謎 を解 明 して ゆ く

こ とに な る。

ThenameQuetzalcoat1,too,fascinatedher.Shehadread

bitsaboutthegod.Quetzalisthenameofabirdthatlives

highupinthemistsoftropicalmountains,andhasverybeau.

tifultai1-feathers,precioustotheAztecs.Coatlisaserpent.

QuetzalcoatlisthePlumedSerpent,sohideousinthefanged,

feathered,writhingstoneoftheNationalMuseum,

ButQuetzalcoatlwas,shevaguelyremembered,asortof

fair-facedbeardedgod;thewind,thebre耳thoflife,theeyes

thatseeandareunseen,likethestarsbyday.Theeyesthat

watchbehindthewind,asthestarsbeyondtheblueofday.
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AndQuetzalcoatlmustdepartfromMexicotomergeagain

intothedeepbathoflife.Hewasold.Hehadgoneeastwards,

perhapsintothesea,perhapshehadsailedintoheaven,likea

meteorreturning,fromthetopofthe▽01cano6forizaba:

gonebackasapeacockstreamingintothenight,orasabird

ofParadise,itstailgleaminglikethewakeofameteor.

Quetzalcoat1!WhoknowswhathemeanttothedeadAztecs,

andtotheolderIndians,whoknewhimbeforetheAztecs

raisedtheirdeitytoheightsofhorTorandvindictiveness?

(P.64)

四十歳の誕生日を迎えたKateに は,花 と恋と受難にちりばめられた輝か し

いページは終りを告げ,黒 い空 しいページが眼前に広がっていた。彼女は生ま
　 　

れ 変 らな け れ ば な らな い 。 生 の た こ,退 廃 した 不 完 全 な 「生存 の 龍 」 か らや わ

らか い 「存 在 の 花 」 へ と。Kateが 求 め る もの は 愛 や 興 奮 で は な く,「 た ま し

い の 沈 黙 」,「永 久 に 語 ら ざ る何 もの か の 存 在 」 な の だ(pp.65-67)。

Ram6nの 邸 へ 招 か れ たKateは ま たCiprianoに 会 う。Ciprianoは 彼 女 を

燃 え る よ うな眼 ざ しで 見 る。 彼 に は末 開 で,激 し く 「半 野 蛮 人 」"semi-savage"

の よ うな と ころ が あ り,血 管 を重 く脈 打 っ て い る爬 虫 類 の 血 を思 わ せ る。 それ

は あ の メ キ シ コ龍 の重 く波 うつ血 擁 で あ る(p.74)。Ciprianoは メ キ シ コ と い

う土 地 の 象 徴,あ る い は 「地 の 霊 」 と して 存 在 して い る と も いネ る。 このIII章

まで はKesslerが 主 張 す る よ うに,神 話 の 第 一 段 階 「冒 険 へ の 呼 び か け 」"the

calltoadventure}'32で あ り,Kateの 心 は 日常 の 生 活 か ら未 知 の 世 界 へ と入

って ゆ く こ とに な る 。

第IV章 「た め らい」 に お いて,Kateは 下 へ 下 へ と 引 きず り込 む メ キ シ コの

妖 しい魅 力 と,そ の 暗黒 の虚 無 の深 淵,そ して異 様 な絶 望 感 に気 付 く。 生 命 の

流 れ が か れ て しま った ヨー ロ ッパ を棄 て,新 天 地 に来 た彼 女 に と って,創 造 半

ば の よ うな メ キ シ コ人 は恐 ろ しか った 。 この 国 は 彼 女 に と って,「 絶大 な否 定 」,

32J .Kessler,oP.c記.,P.243.
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「死 の 大 陸 」 と思 わ れ る(pp.84-85)。 メ キ シ コに留 ま るか,ヨ ー・ロ ッパ に 帰

るか 迷 って い るKateに 強 い印 象 を与 え るの は,メ キ シ コ 国 立 博 物 館 で み た

「羽 毛 飾 りの あ る蛇 」 で あ り,ま たRam6nの 言 葉 で あ る 。

TheponderouspyramidsofSanJuanTeotihuacan,the

HouseofQuetzalcoatlwreathedwiththesnakeofallsnakes,

hishugefangswhiteandpureto-d母yasinthelostcenturies

whenhismakerswerθalive.Hehasnotdied.Heisnotso

deadastheSpanishchurches,thisall-enwreathingdragonof

thehorrorofMexico.(pp.86-87)

Ram6nはKateに 「あ な た は下 へ下 へ と引 きず り降 され て,つ い に再 び 深

い大 地 の 底 ま で根 を 張 るよ う にな るで し ょ う。 …私 に とっ て もっ と も重 大 な 関

心 事 は,あ らゆ る破壊 を越 え て下 へ 下 へ と伸 びて ゆ く根 で す 。 根 と生 命 が そ こ

に あ るの で す 」 と語 る。Kateの 心 の 中 に ア ス テ カの 神 ケ ツ アル コ ア ー トル と

その 運 動 をす す め るRam6nやCiprianoが 少 しず つ大 き な場 所 を 占め て くる

こ と にな る。

「み ず うみ 」(Ch.V)は,メ キ シ コに滞 在 す る こ とを決 心 したKateが サ ユ

ラ湖 を渡 る シ ー ンを 描 写 す る。 従 兄 のOwθnは メ キ シ コを 去 り,彼 女 は メ キ

シ コ シテ ィを 出て サ ユ ラにVilliersと 行 くこ とにす る。 彼 等 は 舟 で サ ユ ラ湖

を渡 って ゆ くが,湖 の 水 が 奇 妙 に描 か れ て い る こ とに注 目 しな けれ ばな らな い。

「や わ らか な精 液 の ホ うな 水 」"softsperm-likewatθr"(p.97),「 あせ た土 色

の この世 の もの と も思 わ れ ぬ 水 」"pale-ear七h,unrealwaters"(p.105),「 リ

ンパ 液 の よ う な大 きな 水 の ひ ろが り」"great,1ymphaticexpanseofwater"

(p.106),「 魚 の 飲 む リ ンパ 液 の よ うな ミル ク」"lymphaticmilkof丘shes"

(p.106)と い っ た工 合 で あ る。 湖 水 はKesslerの 主 張 す る 「三 途 の川 」"Styx

perhaps,orthewatersofdeath"33で あ る と同 時 に"wasteland"を 脱 出す

る た めの 「再 生 の 水 」,「 復 活 の 水 」 で あ る こ と は"milk","sperm","1ym一

331b`(∫ .,P.244.
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phatic"と い う語 か ら も明 らか で あ る。 サ ユ ラ湖 は メキ シ コの 日常 の 世 界,「荒

地 」 を超 え た根 源 的 世 界,神 話 的 世 界 と も いえ よ う。 した が ってKateの 「通

過 儀 礼 」"initiation"は この 章 か ら始 ま り,彼 女 の 古 い 自我 の死 と新 しい 自我

の 誕 生 を予 告 す る。 、 、

Afterthecalltoadventure,theherocrosses古 ゐθ ガrs`

`ゐrθ8んoZ(」,wherehefindshimselfinapeculiarregion.The

crossingofthethresholdi6usuallydenotedbyatripacross

water,Styxperhaps,orthewatersofdeathwhichGilgamesh,

KingofErech,wasferriedoverintheBabylonianepic;

sometimesthethresholdisdepictedbywo・mborrebirth

image士y,asintheBiblicaltaleofJonah'sstayinthewhale's

belly;butnomatterwhatthespecial.imagerymaybe,this
,

crossingmarkgadyingtotheoldselfandfiguresthepromise

ofrebirth.34

MirceaEliadeに よれ ば,「 水 は可 能 性 の 総 体 を 象 徴 し,あ らゆ る存 在 可 能 性 の

源 泉 で あ り,貯 水 池 で あ り」,「死 と再 生 」 の シ ンボ ルで あ る。35

サ ユ ラ湖 でKateは ボ ー トの方 に泳 いで くる た くま しい体 を したケ ッ アル コ

ァ ー トル を信 仰 して い る男 に 出会 う。彼 が去 った あ と,Kateは や は り ケ ッ ァ

ル コ ア ー トル の信 者 で あ る船 頭 との間 に共 感 を もっ 。

Themysteryoftheevening-starbrilliahtinsilenceanddis-

tancebetweenthedownward-surgingplungeofthesunand

thevast,hollowseethingofinpouringnight.Themagni丘 一

cenceofthewatchfulmorning-star,thatwatchesbetweenthe

nightandtheday,thegleamingcluetothθtwoopposites.

(P.102)

341b`d .

35Mir¢eaEliade
,銑 θ8αcredα πdε んePrq毎 πθ,銑eハ 履 配rθ ・q〆RεZ`gεo几,

trans.W.R。Trask(NewYork:HarcourtBrace&WorldInc .,1959),

p.130.
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第VI章 「湖 水下 り」で は ホテ ル や そ の近 辺 で 起 っ た残 忍な 殺 人 事件 が 述 べ ら

れ,Kateは メ キ シ コの もっ 暗 い運 命 に恐 怖 を感 じる。 ヨー ロ ッパ に帰 りた い

と い う気 持 を抑 え て,彼 女 は 家 を探 しに サ ユ ラに 向 う た め,再 び 「や わ らか な

精 液」 の よ うな 湖 水 を 渡 って ゆ く。 湖 の た ぎ るよ うな光 を浴 びて,は るか 藍 色

の 縁 を した メ キ シ コの 山 々 を見 て い る と,Kateは 恐 ろ しい骸 骨 にの み こ まれ

て,屍 に 閉 じ こめ られ た よ うな気 に な り,舵 を と って い る二 人 の イ ンデ ィ ァ ン

が こわ くな っ て くる(p.115)。 しか し,舟 が 進 む につ れ て,次 第 に や す らぎ

と充 実 感 を覚 え,半 ば野 蛮 な メ キ シ コの男 た ち に,白 色 人 種 には な い 真 の 男 ら

しさ を感 じる の だ。

彼 女 は家 を サ ユ ラに貸 り,Juanaと い うメ キ シ コ人 の 女 中 の一 家 と住 む こ と

に な る 。JuanaはKateと 同 様 四 十 歳 ば か りの 女 で,一 面 だ ら しの な い と こ

ろが あ る(p.119)。 耳esslerに よれ ば,Juanaは"tricksywitch"の 役 目 を

し,Kateと は"double"36で,"anotherego"で あ る。 た しか に,こ の 二 人

の 女 性 は同 年 代 で あ り,ヨ ー ロ ッパ 人 と メ キ シ コ人 とい う違 い は あ って も,な

か なか した たか な 中年 女 性 と い え る。 対 立 す る 自我 と もい え る二 人 の 間 に は一

種 の葛 藤 め い た もの が あ るが,Kateを ケ ツア ル コア ー トル の 宗 教 へ と導 くの
〆

もJuanaそ の 人 な の だ 。

KateはJuanaを 連 れ て 「広 場 」 に や って来 て,ケ ツァル コ ア ー トル の 信 者

た ち の 踊 りを見 る 。Juanaに す す め られ,Kateは 踊 りの 輪 に加 わ り,太 鼓 の

リズ ム に あ わ せ て 踊 る こ とに な る。 こ こで,彼 女 は 「ケ ッ ァル コア ー トル の讃

歌 」一 眠 れ るケ ッアル コア ー トル が 眠 りよ り覚 め,故 郷 の父 のみ も と に帰 ろ う

,として い るイ エ ス に か わ って メ キ シ コに戻 る一 を 聞 く(pp.128-129)。 踊 りの

輪 は 二 重 の 円 で,内 側 は 女性,外 側 は 男性 で あ る 。

Theo加1θbθgantoshift,andKatewasslowユymoving

roundbetweentwosilentandabsorbedmen,whosearms

touchedherarms.Andtheoぬeheldherfingerssoftly,100sely,

butwithtranscendentnearness.Andthewildsongroseagain

36J .Kessler,op.c`f.,p.247.
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1ikeabirdthathasalightedforasecolld,andthedrum

changedrhythmincomprehensibly.

Theouterω んθθZwasallmen.Sheseemedtofeelthe

strangedarkglowofthemuponherback.Men,dark,co1-

Iectivemen,non-individual.Andherselfwoman,ω んθθあ㎎

uponthegreatωhθeZofwomanhood.

(イ タ リ ッ ク 筆 者)(p.14G)

この第VII章 に で て くる象 徴 は 「円」"circle"で あ る。 「讃 歌 」 の 紙 に描 か

しん

れ た 「蛇 の輪 」,「目の 紋 章 」,「青 地 の旗 に つ いて い る黒 い 心 の あ.る黄 色 の 太

陽 」,さ らに 「男 と女 の 踊 りの 輪 」 と い っ た よ う に,ロ レ ンス は 意 識 的 に 内 を

象 徴 と して 用 いて い る。 それ は 「完 成!と か 「神 」37の シ ンボ ルで,「 永 遠 」,

「天 」,「無 限」38とい っ た もの も象 徴 して い る と考 えて よい 。

踊 りの 輪 の 中で 男 も女 も放 心 した よ う に踊 り,男 性 は よ り偉 大 な 男性 の な か

に,女 性 は よ り偉 大 な女 性 の な か にす い込 まれ た。 それ は性 で あ るが,小 さ き

性 で は な く偉 大 な性 で あ る。 踊 って い るKateも よ り偉 大 な 自我 の な か に没 し,

完 成 され た偉 大 な女 性 と な る。 こ う した"initiation"を 受 け たKateは 時 間

の観 念 を忘 れ,夜 は時 間 を 超 え た夜 と な る(pp.141-142)。 彼 女 は 日常 の 「俗

な る世 界 」 を超 え た 「聖 な る世 界 」 の 中 に入 って ゆ く。

「DonRam6nとDo五aCarlota」(Ch。X)で はRam6nの 妻 で カ ト リッ ク

信 者 のCarlotaが 登 場 す る。 彼 女 は教 会 に対 す る信 仰,人 民 へ の 慈 善 と い う

観 念 の 奴 隷 で あ り,意 志 の 下 僕 なの だ。CarlotaはWom飢`π 加 ひθのBirkin

の 愛 人Hermioneの ご と き女 性 で,ロ レンス の告 発 す る"love-will"に とり愚

か れ た 女 性 で あ る。 メキ シ コ人 が 失 った 神 ケ ツア ル コア ー トル を信 仰 し,メ キ

シ コを 救 うこ と に熱 中 す る夫 とは反 対 に,Carlotaは キ リス ト教 の熱 烈 な信 者

と して 描 か れ る。 こ う した キ リス ト教 と異 教 の対 立 は"England,MyEngland"

(1922)と い う短 編 小 説 の 中 の 夫 と妻,EgbertとWinifredの 関係 に もみ られ

37LD .Clark,qρ.cε6.,p.129 。

38AddeVries
,ヱ)`c琵o花 α型q〆Sγmbo霧sα πd血 αgerッ(Amsterdam:North-

HollandPublishingCompany,1976),p.99.



丁地p伽medSεrρe説 試 論 15

る。 しか し,こ の 短 編 の 場 合 に は エ ロ スを 求 め る異教 徒Egbertの 敗 北,死 に

よ って 終 って しま う。

皿

銑eP肱 醜θdSεぞρα覚 の前半部であるX章 と後半部であるXI章 の執筆には

十八箇月の間隔があるとされており39,Houghが 前半は良いが,後 半は 「相像

的確信」に欠けると次のように批判 している。

Fromthenonthebookgoestopieces,withapartiaヱre-

coverytowardstheend.Orrather,itdoesnotgotopiecesas

farastheoutwardnarrativestructurθisconcerned-itpr{}

servesarnerenarrativeintegrity,butfailsinirnaginative

'conviction
.MoreandmorewedesertKate'svisiQnandsee

theactivitiesofRan16nandCiprianoontheirown.The

novelist'smethodisabandonedforthatoftheamatθur

mystagogue,a均dthefesultisthewindyemptinessofthe

Quetzalcoatlhymnsandthedressed-upabsurdityofwhat

eventheprotagonistsknowtobeakindQfcharade。40

この こ と に関 して は,Houghや 森 晴 秀 氏 の 主 張 す るよ うに,ロ レ ン ス の 場 合

は 自然 の 体 験 や 発 想 が,再 考 され て積 み 重 ね られ た 論 理 よ り も説 得 力 が あ る と

い う こ とで あ ろ う。41

「昼 と夜 の主 」(Ch.XI)はRam6nの 視 点 か ら小 説 ρ 重 要 な テ ∠マ で あ るケ

ッ ア ル コァ ー トル の 運 動 が 展 開 して ゆ く。Raエn6nが 着 る ため に作 らせ て い る

肩 掛 の模 様 に は蛇 が 描 か れ,中 央 に は鷲 が た ち あが り,ほ っ そ り した 翼 の 端 が

蛇 の腹 たふ れ な が ら,肢 は蛇 を踏 ま えて い る。 この 図 案 はケ ツ ァル コ ア ー トル

39SeeRichardAldington'sIn七roductionto餓 θP肱 醜θd&～ψe漉(Penguin

Books,1975).

40GrahamHough ,op.c`ホ.,p.129.
41森 晴秀 『ロ レンスの舞台一 長編小説の文体 と構造』(山口書店,

,1978);p.483.
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の 紋 章 で あ り,鷲 は 「天 」,「空 」,さ らに 「豊 穣 」42の シ ンボ ルで あ る 。 それ と

対 立 す るの が 蛇 で あ り,「 大 地 」,「地 下 」,「永 遠 」,「豊 穣 」,そ して 「根 源 的 宇

宙 の 力 」 や 「フ ァル ス」43を象 徴 して い る。 したが って,「鷲 と蛇 」"ThePlumed

Serpent"は 「対 立 物 の 調 和 」 を あ らわ して い る と考 え られ る。

本質的にいって詩的瞬間とは,二 っの相反するものの調和的関係

である。…少 くとも詩的瞬間は,相 反する感情をともに持った意

識である。だが しかし,実 際はそれ以上の ものである。というの
アンビヴァランス

もそ れ は,高 揚 した,活 動 的 な,ダ イ ナ ミッ クな反 対 両 立 で あ る

か ら。44

上 のBachelardの ポ エ ジー の 時間 論 は"ThePlumedSepent"の 象 徴 を 理

解 す るの に役 だ つ 。 「鷲 と蛇 」 は 「天 と地 」,「昼 と夜 」 「精 神 の 肉 体 」 と い った
アンビヴアランス

「ダ イ ナ ミッ クな反 対 両 立 」,さ らに 「永 遠 の現 在 」"foreverNow"(p188)や

「豊 穣 」を表 わ してい るとい えよ う。 この 章 でRa皿6nは ケツアルコアー トルの教

え 一"ButIamtheMomingandtheEveningSt肛,andlordoftheday

andthenight.BythepowerthatisputinmyIefthand,andthepower

thatIgraspinmyright,Iamlordofthetwoways."(pp.190-191)-9

を 述 べ る。Ram6nの 説 教 か ら明 らか な よ う に,ヶ ッ ァ ル コア ー トル が 「二 つ

の 道 の 主 」 で あ り,「 対立 物 の 調 和 」 の 象徴 で あ る こ とが 強調 され る。

第XII章 「最 初 の 水」 で は,ケ ッァ ル コァ ー トル の集 会 か ら戻 ったRam6n

は 「自 分 の 魂 や 肉体 が宇 宙 と裸 で 対 して い る と き,平 凡 な 日常 茶 飯 事 と接 触 し

な けれ ば な らな い こ とが 耐 え が た い」 と思 う(p.195)。 陣teは 上 半 身 裸 の

Ram6nの た くま しい四 角 に張 っ た両 肩 と,す っ くと誇 ら しげ に あ げ た頸 や頭

や,肉 づ きめ良 い厚 い胸 に め まい を感 じ る。 同 時 に 彼 の 男 ら しい肩 口 に短 剣 が

っ き刺 さ る様子 を想 像 す る(p.194)。Kateの 幻想 は,後 に 起 るRam6n襲 撃

事 件 の 先 ぶ れ で あ り,彼 女 の 官能 的 欲 望 とサ デ ィ ズ ムを 暗示 して い る。彼 の男

42AddeVries ,op.cε`.,pp.152-153.

431b`d .,pp.410-412.

44G .バ シ ュ ラ ー ル 『瞬 間 と 持 続 』 掛 下 栄 一 郎 訳(紀 伊 国 屋 書 店,1980),p.127.
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性 的 な 肉 体 の 豊 か さや 美 しさは,Ram6nが 「自己 充足 」 して い て,完 全 で あ

る こ との 象 徴 で も あ る。45Kateは 「Ram6nもCiprianoも 眼 の渇 望 や,眼 を

通 じて は た ら く欲 情 か ら脱 却 して い る。 そ れ な の に,む ず むず して,淫 乱 で,

意 味 あ りげ に臆 測 を た くま し くす る 眼 に わ た しは 呪 われ て い る 。 こ の呪 い は イ

ヴ の 呪 い で は な い か 」(p.196)と 思 う。 こ こで のKateは,エ ロ ス 的 存 在 で

あ る イ ヴ の本 質 を暴 露 して い る。

イヴは男性にとっての危険であり誘惑者である。イヴは男性よ

りももっと深 く生の秘密を見ぬいており,愛 の事柄に関 して男性

よりもはるかに立ちまさっている。イヴは本質的にエロス的存在

なのである。男性は単に性愛によってのみ生きるのではなく,性

愛のみをもって しては男性の本質は解明されえない。…これに対

して,女 性の愛 し方はいかに落ち着きと確信に満ちていることか。

女性はおびきよせる。男性はただこれにつき従っていき,そ して
一 罠にかかる。 この根源的体験は多くの民族の神話のなかで繰

り返 し現われて くるモチーフである646

この よ うにKateは 女 性 の もっ エ ロス的 本 性 を 自覚 し,単 な る性 愛 を 超 え た

Ram6nとCiprianoの 関 係 に憧 れ,彼 らが 自分 を イ ヴの 貧 禁 な 眼 か ら救 って

くれ る と予 想 す る。CiprianoはKateに 結 婚 の 申込 み を し,彼 女 の"initi-

ation"は 進 展 す る。

象徴 的 な タ イ トル の つ くXIII章 「最 初 の 雨 」 で は,蛇 と鳥 の模 様 を 織 りだ し

た 肩 衣 を か け たRam6nと,緋 色 の 太 陽 の つ い た肩 衣 を ま と っ たCiprianoが

説 教 す る ため 群 衆 の 前 に現 わ れ る。

7`θZZッoμ,'hesaid,`and1`θZZッoμ`r峻 ソ.Attheheartof

thisearthsleepsagreatserpent,inthemidstof丘re.Those

thatgodowninminθsfeeltheheatandthesweatofhim,

45M.B.Howe,op.c``.,p.124.

46ヴ ァル タ ー ・ シ ュ ー バ ル ト 『宗 教 と エ ロ ス 』石 川

P.19.

実 他訳(法 政大学出版会,1979),
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theyfeelhimmove.Itistheliving丘reoftheearth,forthe

臼arthisalive.Thesnakeoftheworldishuge,andtherocks

arehisscales,treesgrowbetweenthem.鳶 θπ ッoωtheearth

youdigisaliveasasnakethatsleeps.Sovastaserpentyou

walkon,thislakeliesbetweenhi白foldsasadropofrainin

thefoldsofasleepingrattlesnake.Yethenonethelesslives.

Theearthisalive.'(イ タ リ ッ ク 筆 者)(p.209)

上 のRam6nの 説教 は"Itellyou"と か,"Itellyoutruly"と い っ た 口 調 か

ら も分 る よ うに,バ イ ブ ルの 語 り口 を ま ねて い る と思 わ れ る。47さ らに,引 用

文 中 の 「地 中 の蛇 」 は宇 宙 の 力 や根 源 的 な生命 力 の シ ンボルで あ ろ う。Ram6n

は 「蛇 と鷲 の 知 恵 を もて 。 大 地 と天 との 力 を もて 」 と群 衆 に語 る(p.212)。 あ

た りが暗 くな り,雨 が 降 り出 し,雷 が 鳴 って,Kateは 恐 ろ し くな る。

こ こで 視 点 はKateか らRam6nに 移 り,彼 と妻 と の 関 係 が 語 ら れ る。 彼

は妻Carlotaと の関 係 を清 算 しな けれ ば な らな い と悩 ん で い た 。Carlotaは 自

分 が もっ て い る もの は夫 や 子 供,国 民,こ の 世 の 動 物 や鳥 や木 に対 す る愛 情 だ

けで あ り,そ れ が 自分 の す べ て だ と信 じて い た。 彼 女 は頑 な に夫 を 愛 し,祈 り,

慈 善 事 業 に も携 わ ったが,自 然 な流 露 か らそ む き,「 愛 す る 意 志 」 と化 して し

ま っ たの だ(p.220)。Carlotaは 白 人社 会 が そ うで あ るよ う に,意 志 で愛 し,

愛 嬌 も無 く し,6し な び硬 直 して しま って い る。 この二 人 の 関係 は ロ レ ンスの 否

定 す る固 定化 し,マ ンネ リ化 した,救 い よ うの な い もの で あ る。

Ciprianoは 再 びKateに 求 婚 し,「Ram6nは 女 性 な き神 は信 じな い 。 ケ ッ

アル コア ー トル の神 殿 の女 神 に な って下 さい」(p.248)と い う。'し か し,メ

キ シコや メ キ シ コ人 に対 す る恐 怖 が 消 え や ら ぬKateは,ま だ 彼 との 結 婚 に同

意 で きな い。KateはRam6nの 住 いの あ るハ ミル テ ペ ク を訪 れ,「 ハ ミル テ

ペ ク はわ た しに と って メ ッカ み た い に な り ま し た」 と い う。 彼 女 に と っ て

47ScottSanders
,oρ.c``.,pp.142-143.SanderSはDonRam6nの 説 教 や 讃

歌 はKingJamesVersionの 文体 を まね て い る と,詳 細 に 翫 θP弛mθdS2r-

pθ麗 の テ キス トと比 較 して い る。
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Ram6nは 心 の 中で,ま さに 「中心 」 にな って お り,こ の 「中心 」 の イ メ ー ジ

は小 説 で は重 要 な働 き を して い る。48や が て はRam6nとCiprianoは サ ユ ラ

湖 を新 い世 界 の 「中心 」 とす る こと に な るの だ 。

MirceaEliadeに よれ ば,「 中心 」 の シ ンボ リズ ム は次 の よ うに な る。

1.TheSacredMountain-whereheavenandearthmeet-is

situatedatthecenteroftheworld.

2.Everytempleorpalace--and,byextension,every

sacredcityorroyalresidence-isaSacredMountain,thus

becomingaCenter.,

3.Beinganα コcεsπLωz(泥,thesacredcityortempleisre-

gardedasthemeetingPointofheaven,earth,andhell.49

ケ ッア ル コ ア ー トル の シ ン ボル と同 じく,聖 な る寺 院 は 天 と地 とが 出会 う世 界

の 「中 心 」 に位 置す る こ とに な る。JamesC.Cowanも 肉 と精 神 の和 解 は 「中

心 性 の 成 就 」"theachievementofcentrality"に あ り,7舵p伽 πzedSθ 切 θ撹

にお い て,こ の 「中 心 性 の 成 就 」一 目,へ そ,輪 を な す 踊 り,暗 い 太 陽 一 は 聖

な る創 造 の くり返 しの シ ンボ ル で あ る とい う。50DonRam6nは 世 界 の 「中 心 」

た る 「ケ ッ ァ ル コア ー トル の 教会 」 を開 くため,カ トリッ クの 司 教 に会 い,教

会 を 明 け渡 す よ う要 請 す る。

「異 端 糾 明 」"AutoDaFe"(Ch.XV皿)で,Ram6nはKateの 家 を訪 問 し,

彼 女 に夫 婦 の関 係 が う ま くい って い な い こ とを 告 白 し,さ らに 「ヶ ッ ァル コ ァ

ー トル が 来 るべ き時 代 に お け る最 高 の 人 間 の 象 徴 で あ る」 と い う。Ram6nは

日曜 日 に ケ ッ アル コ ア ー トル の 信 者 を前 に して,カ トリ ック教 会 か ら聖 像 を運

び 出 させ て,火 をつ け る 。 この エ ピソ ー ドは歴 史 上 で 異 教 徒 を糾 明 して き た キ

リス ト教 に対 す る作 者 の 批 判 で あ り,パ ロ デ ィ と受 け と る こ と もで き よ う。 か

48M
.B.Howe,op.c肱,p.128.Howeに よ れ ば,翫ePZωmε4&避 ρε撹 は 「中

心 」 の 追 求 で あ り,こ れ が 「キ イ ・ワ ー ド」 で あ る 。

49MirceaEliade
,跣e1吻 漉qノ 耽emαZRθ εμrπ(Princeton:PrincetonUniv.

Press,1975),p.12.

50JamesC
.Cowan,op.c紘,p.117.
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く して,カ トリッ ク教 会 はRam6nの 手 に よ り閉 鎖 され る こ とに な る 。

Ram6nの 居 住 地 ハ ミル テペ ク を訪 れ たKateに,彼 は ケ ツア ル コア ー トル

の 運 動 に加 わ る よ う に勧 め る(XIX章 「ハ ミル テペ クの 襲 撃 」)。そ の時 銃 声 と

悲 鳴 が 聞 こえ る。Ram6nは 神 父 と コ ル テ ス騎 士 団 が さ し向 けた 暗 殺 者 と闘 い,

出 血 多量 で 意 識 を失 う 。Kateは 死 ん だ よ'うに倒 れ て い るRam6nの 魂 が灯 の
しん
心 と 同 じに燃 えつ く し,肉 体 は沈 み 衰 え て ゆ く焔 にす ぎな い と感 じ,「Ram6n

の 魂 に火 をつ けて 下 さ い」 と神 に祈 り続 け る 。 この シー ンで はRam6nが 身 を

も って死 を体 験 して い る と い っ て よ い。 、
Andthattwilitbrow,andthoseremoteeyes,1ikeadeath-

virgin,washe.Evenasavageoutofthetwilight!Andthe

manthatknowsmθ,whereishe?Oneamongthesemany

men,nomore!OhGod!givethemanhissoulback,intothis

bloodybody.噛Letthesolllcomeback,ortheuniversewi11be

coldformeandformanymen,(p.314)

上の流血のシーンでRam6nは 犠鞍たきれた 「死と再生の神」となる。死 と

破 壊 の モ チ ー フは このXIX章 で ク ライ マ ック ス に達 した と い え る。51Ram6n

が 多 量 の 血 を 失 った よ うに,Kateも 異 った意 味 で,肉 体 の 血 が 失 わ れ,力 も

抜 けて しま うが,や が て新 しい血 が戻 って く る と感 じる。Kateも この 恐 ろ し

い事 件 を 通 して,死 と再生 を体 験 す る こ とに な る 。 この点 か らRam6nとKate

は同 一 人 物 の 「二 つ の 自我 」 で あ る とす る見方 もあ る。52

IV

第XX章 「ケ ッア ル コア ー トル に よ る結 婚 」 か ら終 章 「こ こに!」 まで は,

CiprianoとKateの 結婚,主 要 人物 の神 格 化 とい うよ うに,ケ ツ ア ル コ ア ー ト

ル の 宗教 の 成 就 が描 か れ る。KateとCiprianoは ハ ミル テ ペ クのRam6nの 家

に向 う。 車 の 中 でKateは 隣 り にか け て い るCiprianoの 顔 が パ ン神 や 悪 霊 の

51L .D.Clark,op.cε`.,p.64.

52山 川 鴻 三 『思想 の 冒険 一 ロ レ ンスの 小 説 』(研 究 社,1974),pp.175-180.
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● おもて

面に思われる。

Ashesatinsilence,castingthebld,twilitPω レpowerover

her,shefeltherselfsubmitting,succumbing.Hewasonce

moretheolddominantmale,shadowy,intangible,looming

suddenlytall,andcoveringthesky,makingadarknessthat

washimselfandnothingbuthimself,thePα πmale.Andshθ

wasswoonedpronebeneath,perfθctinherproneness.

Itwastheancientphallicmystery,theancient80(ルdθ ひεZof

themale%π.Ciprianounyieldingforever,intheancient

twilight,keepingthea虹cienttwilightaroundhim.Sheunder-

stoodnowhispowerwithhissoldiθrs.Hehadtheoldgiftof

deηLOπ 一power。(イ タ リ ッ ク 筆 者)(p.325)

"Pan"
,"god-devil", ."demon"と い った語 で 形 容 され るCiprianoは,Kate

の 自我 や 人 間 関 係 に お け る彼 女 の 流 儀 を否 定 す る魔 神 で 「悪 魔 の よ うな 恋 人 」

で あ り,彼 女 の 死 か らの 再 生 と コス モ ス との 絆 を と り戻 して くれ る神 的 存 在 と

い え る。53Kateは 今 こそ 「空 の 下 の 大 地 に も似 た 絶対 の屈 従,自 己放 棄 」(p.

325)で あ る彼 との 結 婚 を 了 解 す る こ とが で きた 。℃iprianoの もつ そ う い った

特 徴 は ヨー ロ ッパの 宗 教 で あ る キ リス ト教,救 済 の 宗 教 に対 比 され た 自然 宗 教

の もつ エ ロス精 神,「 神 秘 に っ っ ま れ た あ の 魔 的 な神 的本 性 」54と い って も よ い。

つ ま り,「 人 間 は 性 を 通 じて,い わ ば 万 象 の 統 治 に 参 与す るの で あ る。 そ れ故,

男 根 は神 聖 視 さ れ る 。自然宗 教 にお いて は男根 は絶 対 的一 永 遠 的な もので ある。
り

人 々 は その 前 に ひれ 伏 し,熱 烈 に祈 願 す る。」55Kateは こ う した認 識 を経 て,

永 劫 に言 葉 な き古 代 パ ン神 の 世 界 の 薄 明 に帰 ろ う と思 う。 彼 女 はRam6nの 意

見 に 同意 し,Ciprianoと 結 婚 す る こと に な る 。

KateはRam6nの 用 意 した 花嫁 衣 装 を身 に ま とい,「 新 しい薄 明 」 を迎 え る

こと に な る 。 冒頭 で のCiprianoと の 出会 と同 じ雨の 降 る なか で,Ciprianoと

53BaruchHochman
,op.c``.,p.246.

54『 宗 教 と エ ロ ス 』
,p.23.・

55『 宗 教 と エ ロ ス 』,p.27.
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KateはRam6nの 立 会 いで 結 婚 の 誓 を行 な う。 この儀 式 の 間 中 降 りそ そ ぐ雨

は,大 い な る 自然 の 力 で あ り,二 人 の 「新 生 」 や 「清 め」,「洗 礼 」 の シ ンボル ・

とい え よ う。

「

Theystoodbarefootontheearth,thatstillthrewbacka

whitesmokeofwaters.Theraindrenchedtheminamoment三

`Barefootonthelivingearth
,withfacestothelivingrain,'

saidRam6ninSpanish,quietly;`attwilight,betweenthe

nightandtheday;man,andwoman,inpresenceofthe

unfadingstar,meettobeperfectin,oneanother.Liftyour

face,Caterina,andsay:跣 お πLα1zεsm=ソrα`π .かoηLhθ αひθπ.'...

`Thiswomahistheearthtome -saythat
,Cipriano,'said

Ram6n,kneelingononekneeandlayinghishandflatonthe

earth.(p.344)

Ciprianoは 「天 か ら賜 った 雨 な る男 」 で あ り,Kateは 「大 地 」 な の だ 。二

人 の 結 婚 は"ThePlum6dSerpent"の 象 徴 す る もの の 成 就 で あ り,「天 と地 の 結

婚 」,神 々の 聖 婚 を な ぞ らえ る こ とに な る 。
,

Marriageritestoohaveadivinemode1,andhumanmar-

riagereproducesthehierogamy,moreespeciallytheunion

ofheavenandearth."IamHeaven,"saysthehusband,

``thouartEarth"(め ノαωrαhαm
,pr記 εひ`ε ひαπぢBrん α(」δrα 昭 αんα

こZραπεsα(∫,VI,4,20).56

Ram6nに よ って 閉 ざされ た教 会 は,ケ ツ アル コ ア ー トルの 教 会 と して再 開 さ

れ,「 讃 歌 」 が 歌 わ れ る。 儀 式 の た だ 中 にRam6hの 妻Carlotaは 狂 乱 の 体 で

教 会 に現 わ れ,救 魅・主 キ リス トに祈 りを奉 げ るが,発 作 を起 し倒 れ て しま う。

Carlotaの 死 は メ キ シ コで の キ リス ト教 の 敗 北 を意 味 す る と同 時 に,救 済 の 宗

教,さ らに ヨーqッ パ 文 明 の 無 力 さ を証 明す る こ とに もな る。 こ う して,キ リ

56銑 θハ4三ソεんq/E`er几 αZRε 彦μrπ
,p.23.
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ス ト教 対 ケ ツ ア ル コア ー トル の 自然 宗 教 の 闘 い は,Ram6nと 司教,Ram6nと

Carlotaの 対 決 を通 して,結 局 はRam6nの 勝 利 で 終 る ので あ る 。

「生 け る ブイ ッチポ チ トリ」(Ch.XXII)と 「ブイッチ ポチ トリの夜 」(Ch.XXIII)

で は,Ciprianoの 神 格 化 と裏 切 者 の 処 刑 が 行 な われ る。Ram6nは 「わ れ わ れ

は生 命 へ と向 うの だ。 時 計 か ら去 って 太 陽 へ,金 属 を離 れ て 生 命 の膜 へ 」(p.

376)と 語 る。Ram6nの 説 教 は ロ レ ンス の 死 後 出 版 され た ムpocαZypsθ の結 論

を 先 ど り して い る とい って よい 。

WhatwewantistodestrQyourfalse,inQrganiccQnnectiQns,

especiallythoserelatedtomoney,andr合 θs`αbZ`sん`ん θZ`ひ ε㎎

o㎎ απ`ccoμ πec`め ηs,ω ε漉 仇 θco8mos,腕es鵬 απdα 芝r仇,with

mankindandnationandfamily.Sε αrε ω``ん 漉 θs協,andthe

restwillslowly,slowlyhappen.57(イ タ リ ッ ク 筆 者)

Ram6nに よ りCiprianoが 「生 け る ブ イ ッチ ロ ポチ トリ」 にな る儀 式 が 行 な

わ れ る。"Huitzilopochtli"と い う名 前 は"hummingbird"(ハ チ ド1))と"re-

suscitated"(再 生)の 両方 の 意 味 を もち,ケ ッア ル コア ー トル と同 じ く死 と再

生 の 神 を シ ンボ ラ イズ す る。58Ram6nは 直 立 して い るCiprianoの 体 の 真 中 を

固 く縛 り,頭 を尻 につ け,両 腕 をCiprianoの 腰 の まわ りに 巻 きつ け,や が て

二 人 と も無 意 識 状 態 に 陥 る 。意 識 が 戻 った二 人 は湖 で 泳 ぎ,帰 って くる と手 足

に油 をす りこ む(pp.383-385)。 この 場 面 はZ舵 四ん``θPθαcocん のGeorge

とCyrilの 遊 泳 シー ンやWom飢 加Loひ θのBirkinとGeraldの レス リン グの

エ ピ ソー ド,と くにAαroガsRodで 病 気 に な ったAaronをLillyが 介 抱 す る

場面 と似 て お り,一 つ の"ritua1",洗 礼 や 聖 別 の儀 式 とい え よ う。59

Ciprianoの 神 格 化 が 終 り,教 会 前 の 広 場 で ブ イ ッチ ロ ポ チ ト リで あ る

Ciprianoに よ る五 人 の 裏 切 者 の 処 刑 が 行 な わ れ,二 人 が 締 め 殺 され,三 人 が

57D ・H.Lawrence,ApocαZツpseα 認`ん θW漉`π8soπRθuθZα あめ π(Cam-

bridge,CambridgeUniv.Press,1980),p.149.

58L .D.Clark,op.c``りp.122.

59拙 論"AStudyofAαroπ もEo(1-ltsSymbolicMeaning"(小 樽 商 科 大 学 『人

文 研 究 』 第62輯,1981),8.を 参 照 。
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剣で切 り殺される。この残忍な殺害 シーンは批評家には不評であり,倫 理的観

点から非難されてきた。 しか し,こ うした死はメキシコの原始的自然宗教 ケ

ッァルコアー トルの宗教とは密接な繋りをもつという見方もできよう。ある意

味で無気味な要素をもつ自然宗教は倫理を超えたところにある。

宗教は一 エロスと同様に一 善悪の彼岸において発生するもの

であるという,ま さにこの一事である。宗教はその歴史の全過程

を通 じて多種多様な仕方で倫理 と対決 し,か つ結びついてきた。

しかし宗教は,そ の本質上,道 徳外の領域で己れ自身の生を全 う

するものである。聖なるものは道徳的善のなかへ完全に吸収され

ることはありえない。それどころか,聖 なるものは常に悪 との秘

かな関係を保ち続けているのである一 悔悟,峨 悔,そ して新生

を体験 しているそのさなかにおいてすらも。60

Ram6nが 行 な う ケ ツ ア ル コア ー トルの 儀 式 はKateが 神 格化 し,マ リンッ

イ に な る ことで 完 了 す る一 「マ リンツイ」(Ch.XXIV)。KateとCiprianoの

事 実上 の結 婚,エ ロスの 合 一 が な けれ ば,こ の 儀 式 は完 成 しな いの だ 。

性は個的生命の生誕と,個 的生命の生誕は世界の生誕と,そ して

世界の生誕は世界の創造と結びっけられ,か くして,神 と性 とは

それぞれ同一の数列における最端項を形成するようになる。創造

歓喜の体験のなかでは,こ れ ら両項は互いに融合 して不可分の一

体となる。すなわち性は神格化され,神 は性的存在者となる。こ
　 の 　 コ 　 り り 　 　 　 　 の ク レ 　 ド 　

れ こそ母神宗教ないしは自然宗教の大いなる信条である。61

ロ レ ンス は宗教 と性 が 引 き裂 か れ て しま った キ リス ト教 を批 判 し,宗 教 とエ ロ

スの 精 神 を 近 づ け,男 女 の 愛 に良 心 の 安 らか さを 与 え よ う と した の だ 。

処 刑 の 場 面 で の マ リン ッ イの 名 によ る一 名 の 囚 人 の 特赦,さ らに この章 で の

Kateの 神格 化 に よ り,Kesslerが 欠 いて い る と した 神 話 の 最 終 段階"return"

60『 宗 教 と エ ロ ス 』,p.15.

61『 宗 教 と エ ロ ス 』,p.26.
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一 人 々 に恩 恵 を与 え る力 を も って の英雄 の帰 還 一 は
,筆 者 にはあ ると考 え られ

る 。Kateが 神 格化 す る"Malintzi"は 「豊 穣 の 神 」 の 名 前 で あ り,語 源 上 は

「草 」 とか 「緑 の 草 」 と い う意 味 で あ る。63だ か らKateは 緑 衣 を 身 に つ け,

「生 け る ブ イ ッチ ポ チ トリ」 の 花 嫁 に な る の だ。 彼 女 は個 人 的 自我 を棄 て る こ

とを た め らいな が ら も,・Ciprianoと 結 婚 し,自 分 の 処 女 性 を 発 見 して,神 々

の 間 に い る こ とを 悟 る こ と にな る。

Carlotaが 亡 くな って,二 箇 月でRam6nは 若 い メキ シ コ女性 のTerθsaと

結 婚 す る。Teresaは ヨーロッパの女 性のKateと は 対 照 的 な 女 性 で,自 我 を殺

してRam6nに 仕 え,ま るで 奴 隷 の よ うに 柔順 で,夫 を崇 拝 して い る 。彼 女 は

意 志 の み で 夫 を愛 したCarlQtaと も対比 され て お り,作 者 ロ レ ン ス の 代 弁 者

で もあ る。63ヨ ー ロ ッパ 人 で あ るKateはTeresaを 軽 蔑 し な が ら,自 分 が

Teresaよ り劣 って い る の で は な い か と疑 って み た りもす る。Teresaの 愛 の あ

り方 は,作 者 が 理 想 とす る個 人 的愛 を超 えて 「本 質 的 実 在 」 で 結 ば れ て い る男

と女 の 関係 で あ り,単 な るエ ロス精 神 を超 越 した もの なの だ(p.430)。

第XXVI章 「ケー トは妻 だ 」 で は,KateとCiprianoの 男 と女 の 関 係 が 述

べ られ る。CiprianoはKateが 前 夫Joachimと 体 験 した 性 的 満 足 感 や 肉 欲

を否 定 し,そ の か わ り柔 らか な 重 い あ つ い流 れへ と彼 女 を連 れ て ゆ く(p.439)。

彼 が 求 め て い るの は,個 人 的性 愛 を 超 え た 真正 の エ ロス精 神,「 苦 悩,死,そ し

て永 遠 の 生 命 とい う,神 秘 に っ っ ま れ た あ の 魔 的 な神 的本 性 」64であ る 。しか し,

そ れ は あ る意 味 で,「 エ ロ ス的 存 在 で あ る女i生に 対 す る男 性 の 劣 勢,そ して 男

性 の 女 性 恐 怖 」65であ り,「 太 母 」"theMagnaMater"66と しての 女 性 に対 して

男性 の優 位 を保 と う とす る作 者 自身 の 男性 と して の エ ゴ と もい え よ う。

L.D.Clark,op.cZ`.,p.72.

『ロ レ ン スの 舞 台 』,p.476.

『宗 教 と エ ロ ス』,p.23。

『宗 教 とエ ロ ス 』,pp.18,22を 参 照 。

JudithG.Ruderman,"Rekindlingthe`Father.Spark':Lawrence'sIdeal

ofLeadershipin跣 εLos`GかZand『hePZμmθd8erpeπ ち"Tゐ θD・1王

Lα ωrθπceRθ び`εω,13(Fa11,1980),252.Rudermanは 「Ram6nとCipriano

の 男 対 男 の 関係 の重 要 性 は女 性 の 「太 母 」 と その"smotheringlove"に 対 す る反

抗 に あ る」 と し,父 性 優 位 の思 想 を主 張 す る作 家 ロ レ ンス の存 在 に注 目す る。
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一 方Kateは 二 つの 自我 の 自我 の 分 裂 に苦 悩 す る一 一 つ は ヨーロ ッパ人 と し

て の 古 く固定 した 自我 で あ り,も う一 つ は メ キ シ コ人 の もつ新 しい鋭 敏 で 傷 つ

きや す い 自我 で あ る(p.446)。 この分 裂 は,結 局 メ キ シコ人 と して の 自我 が 勝

ち,「 わ た しを は な さな いで 」 とい うKateの セ リフで71玩1)肱 配θdSe避 ρεπε

は終 りを告 げ る こ とに な る 。

銑ePZω 隅θdSε避ρe碗 の 二 つ の テ ーマーKateがCiprianoと 結婚 し,,個 人

的 性 愛 を超 え た関 係 を 結 ぶ まで の 彼 女 の 逡 巡 の プ ロ セ ス とRam6nの 主 張 す る

ケ ツ アル コアー トルの 宗教 一 に関 心 を は ら いな が ら,筆 者 は物 語 の 展 開 に した

が って この 小 説 を 神 話 的,宗 教 的 イ メ ー ジや シ ンボ ル と い っ た観 点 か ら分析 し

て き た。 た しか にGrahamHoughが 指 摘 す る よ う にXI章 か らの 視 点 の 混 乱

と あ い ま い さ,Ram6nの 讃 歌 と説 教 の 不 適 切 さ,Kateを 除 く登 場 人 物 の 存

在 感 の 欠 如 と い っ た弱 点 が あ る に して も,ロ レ ンスの 表 現 したか っ た ポ イ ン ト,

Kateの 個 人 的 なrα`soπ ♂6εrθの探 求 の 旅 が,最 終 的 にRam6nに よ る ケ ツ

ア ル コア ー トル の 自然 宗 教 再 発 見 とそ の 成 就 と い う運 動 の 中 に包含 され て きて

い る と い う面 で は,一 貫 性 を もって い るの で あ る。

蛇 と鳥 の 象 徴,雨 や 湖 水,円 や 中 心 の シ ンボ リズ ム,さ ら にア ステ カの 古 代

神 話 や メ キ シコの"thespiritofplace"の 描 写,そ う い った もの が 有 機 的 に

統 合 され,芸 術 的 な 「統 一 体 」 と な って い る と考 え られ る。JosephCampbell

の 神 話 の パ タ ー ン("separation-initiation-return")を もつ この 小 説 は,

宗 教 的 神 話 で あ り,芸 術 作 品 と して の 完 成 度 もか な り高 い と い って も よ いの で

は なか ろ うか 。

文 明 化 され,機 械 化 の 進 ん だ,非 人 間 的 な ヨー ロ ッパ 社 会 を の が れ たD.H.

ロ レ ンス に と っ て,メ キ シ コ とい う新 大 陸 にお け る唯 一 の 実 在 は宗 教 一 そ れ

も,精 神 や 倫 理 を重 視 す る救 済 の 宗 教 で あ る キ リス ト教 に か わ る エ ロ ス的 合一

を求 め る 自然 宗 教 一 で あ った 。D.H.ロ レ ンス は 筋 θP肱 〃LθdSθτρθ舵 に

お い て,エ ロス と宗 教 を 近 づ け る こ と,肉 体 に新 しい尊 厳 を与 え る こ とに 串 り,
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「エ ロス 精神 を 聖 化 す る」67ことを 試 み た の で あ る。

27

3

67『 宗 教 と エ ロ ス 』,p .349.


